























































































































































漢武帝内伝曰、 帝登尋真之台斎、 到七月七日夜。忽見天西南如白雲起。鬱鬱直来趨宮後、 頃西王母至乗紫雲之輦。 （漢武帝内伝曰く、帝尋真の台に登りて斎す。 に到り、忽ち天西南に白雲起くるがごときを見る。鬱鬱として直に趨宮に来たりて後、頃して西王母紫雲の輦に乗りて至る。 ）
　
「青鳥来」
漢武故事曰、七月七日、上於承華殿斎。正中、忽有一青鳥従西而来。集殿前 上問東方朔、朔曰、 「此西王母来。有一青鳥如鳥侍王母傍。 」 （漢武故事曰く、七月七日、承華殿に上り斎す。正中、忽ち一青鳥の西より たる有り
（殿前に集まる。上東方朔に問ふに、朔曰く、 「此れ西王母の来たる。一青鳥烏のごとくして王母の傍に侍る有り。 ）
　
次に、 『初学記』 「乗鶴」の引く『列仙伝』 「王子喬」を載せる。
　
「乗鶴」




































































てくるのを見ればよいとある。以上の三例からもわかるように、漢詩文作品において、西王母説話は「青鳥」として七夕に利用されていた。だが、以言は題を表現するため、 「青鳥」ではなく、 「西母之路」の雲を用いた点は留意しておくべきである。こ 点については後述する。　
以上、本節において確認したことをまとめると、以言が用いた西王母と王子喬の説話は、西王母の武帝訪問と仙人王






















































としているの意。 「装居霧帳」 帳（霧）の向こうに着飾った織女がいるという 。 「待鵲羽之南北」は、南北に鵲の羽が広がって橋となるのを待つの意。 『風俗通儀』に「織女七夕、当渡河 使鵲為橋。 （織女七夕 当に河を渡らんとするに、鵲を使はして橋と為 。 ） とあって 鵲 織女が牽牛の元へと渡る際に橋となる。ただし ここでは、鵲の橋を渡ってやって来るのは牽牛である 「霓裳」は、虹のように美しい裳。織女の纏う雲衣の美しさの表現。 「従龍蹄之去留」は、龍蹄は龍のように素晴らしい馬のことで その去留に従うという は 牽牛が駿馬 乗ってやって来 のに任せるということ。第二段前半 、 の訪れを待つ織女の 子を描い いる。後半部分の語釈は、 「榆風」 、 桂月」が、それぞれ風と月の別称となっ 。 「刀尺」は、ハサミと物差し。 「経」は、調えるこ 。 「西母之路」は、西王母通る路のこと。武帝を訪問する際に、西王母は空からやっ 来 のだが、 『漢武帝内伝』には、雲 生じる あり、 『漢武故事』などでは、紫雲の車 乗ってや 来た され ことを考える こ 「西母之路」とは、単なる路では く、
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雲の路だと考えられる。この雲が風によって吹き乱れた織女の雲衣を補う衣となる。 「弥縫」は、 繕うこと。つまり、 「裁無刀尺、経西母之路而弥縫」は、風 吹いて乱れた雲衣の欠けた部分を、 「西王母の路である雲を調えて、布として用いて繕う」という。対句の「浅深」は、 布（雲）を染めた際に色の浅深があること。 「逐」は、 追うこと。 「子喬之駕」は王子喬の白い鶴を指す 前掲『列仙伝』 故事による。 「潤色」は、文飾の意味で用いられることが多いが、ここでは、輝きや彩りを付け加えることの意味に用いる。後半部分は、西王母 路にある雲によって織女の衣を繕う として 題である織女の雲衣を表現していることを踏まえ と、対句となる 染有浅深」以下 句も、同様に、織女の雲衣に関しての表現だと考えられる。つまり、 「染有浅深」 、 布を染めて色の濃いところと浅いところがあるというのは、 風によって雲衣が乱れた（＝雲がまばらになってしまった）とする織女の雲衣の状態であろう。そして、続く王子喬 白鶴を逐いかけるというのは、そのことによって、斑にな 衣が、輝きや彩りを増す だから、ここでは 衣を白く染め理解すべきであろ 。王子喬 白鶴 衣は真 白に染め上げられ、輝きを増すのである。第二段後半は、織女の纏う「雲衣」につ て表現して る。　
第二段全体の解釈をまとめると、 「時に織女は飾りを増して、色美しき雲を衣とする。霧の帳の向こうに装って居り、












女の「雲衣」を「白い衣」と捉えていたことがわかった。そのた 、 ここ は、 七夕にお て用 られる「雲衣」が「白という色と結びつけて考えられているかを検討する。
13 七夕における西王母と王子喬






















































































































「七月七日」という説話中の日時の共通点だけではなく、題の「雲衣」を白と解釈して、表現することを意識したためであろうと考えた。このために、以言は、 「雲」と「白鶴」のそれぞれを、その説話の中から持ち出し、この対句によって織女の「雲衣」の美しさを表現していた。そして、前節では、題である織女と「雲衣」についてまとめた。 「雲衣」という語は、古くは『楚辞』に見えるが そこでは織女と結びついてはおらず、唐代にな と織女の衣 して詠まれ始める。日本で 『懐風藻』と『万葉集』において 七夕詩中の 雲衣 が見られる。 『懐風藻』の方は、空にかかる雲
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で用いている。詩序を内容によって三段に分けた際、第一段では まず時節や開催場所の情景といった 宴のいわば基本情報などを詠むことがほとんどである。そのため、実綱は時節 あたる「七夕」を、明確に示す必要があ 。こ
1（ 七夕における西王母と王子喬
場所で実綱は、西王母と王子喬の対を用いている。七夕においてこの二人を対句にした上に、 「西母」や「子喬」と表現するのは、や り以言の影響であろう。七夕における西王母と王子喬の対は、これ以外には見当たらない。そして、唯一見当たった実綱の作品が、明らかに以言と同じ表現をしていることは、以言からの影響であり それだけ以言の対句が、特異な表現であったといえるのではないだろうか。
注（
1）　『権記』長保五年（一〇〇三）に「七日、乙未。内豎来告召由。参入。依御物忌、早不参上。丑剋参上。作文。文章博士以言、候御書所、作序。其題「織女雲為衣」 。 （七日、乙未。内豎来たりて召す由を告ぐ。参入す。御物忌に依りて、早く参上せず。丑剋参上す。作文。文章博士以言、御書所に候じ 序を作る。其の題、 「織女、雲を衣と為 」と。 ） 」とある。ただし 『日本紀略』では、 寛弘二年（一〇〇五）とあり、 『権記』にも同年「七日、 癸丑。参内 有作文事。 （七日、癸丑。内に参る 作文の事有り。 ） 」に宴があったとする。また、 『御堂関白記』にも同年宴が開かれたとするが、 「七日、癸丑。雖物忌、依召参内。有作文 題云、 「佳会風為使」 。以知為韻。 （七日、癸丑。物忌と雖も、召しに依りて、内に参る。作文有り。題に云はく、 「佳会は風を使と為す」と。知を て韻と為す。 ） 」とあ 題が異なっている。今、開催日時は、 『権記』に従う。
（
（）　
内容の構成を三段に分けるのは、佐藤道生氏「詩序と句題詩」 （ 『日本漢学研究』二号、一九九八年十月） 、同氏『平
安後期日本漢文学の研究』 （笠間書院 二〇〇三年五月所収）の指摘される詩序の構成に基づく
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呂令問「金莖賦」 （ 『全唐文』巻二百九十六）に漢の武帝の神仙に対する憧れが表現される文で、 「想王喬之再睹、乗
羽服以蹁躚。思王母之一至、拕霓裳以嬋娟。 （王喬の再び睹すことを想ふに、羽服に乗じて以て蹁躚たり。王母の一たび至ることを思ふに、 霓裳を拕
ひ









10）　『漢武帝内伝』には、 「青鳥」の語が見えない。また、 『初学記』でも「青鳥来」に引くのは、 『漢武故事』である。
（
11）　
以言の詩序に関わる本文の異同は次の通りである。まず、 『漢武帝内伝 では、 王母がやって来ると武帝 告げに






吉原浩人氏が「 「天台山の王子信（晉） 」考─『列仙傳』から『熊野權現御垂跡縁起』への架橋─」 （ 『東洋の思想と宗教』
十二号、早稲田大学東洋哲学会、一九九五年三月）において、今回の以言詩序と後掲実綱の七夕詩序から、王子喬と西王母の隔句対をあげ、 「これには『初學記』や『藝文類聚』などの「七月七日」の項に、この故事が取り上げられていたことの影響が大きい」という。 『芸文類聚』 「七月七日」では、 『漢武故事』だけが引かれ、 『漢武帝内伝』が引かれていない。本文では 説話に雲との関わりが見える、 『初学記』からの影響のみ指摘している。
（
1（）　「迢迢牽牛星、皎皎河漢女。 （迢迢たる牽牛の星、皎皎たる河漢の女。 ） 」とある。
（
1（）　

































文選─『文選附考異』 （藝文印書館、一九九八年十二月）風俗通義、楚辞─四部叢刊 上海商務印書館、一九二九年）山海経、列仙伝─全釈漢文大系 集英社、一九七五年）漢武帝内伝─『新編漢魏叢書』二（藝文印書館、二〇一三年八月）漢武故事─中国古典小説選（明治書院、二〇〇七年七月）初学記─『初學記』 （中華書局、一九六二年一月）芸文類聚─『藝文類聚附索引』 （上海古籍出版、 九六五年十一月全唐詩─『全唐詩』 （中華書局、一九六〇年四月）全唐文─『全唐文』 （山西教育出版社、二〇 二年十 月）懐風藻、日本書紀─日本古典文学大系（岩波書店）万葉集─『萬葉集』本文篇（塙書房、一九六三年六月初版、一九九八年二月補訂版）西本願寺本本朝文粋、江談抄 新日 古典大系 岩波 店）本朝続文粋─国史大系（吉川弘 館）権記─増補史料大成（臨川書店、一九六五年九月）御堂関白記─『御堂関白記 註釈
　
改訂版』 （思文閣出版、二〇一二年九月）
※引用に際して、漢字を新字体に改め、適宜訓読等も改めている。また、唐代の詩は全て『全唐詩』より引く。 『万葉集』
の歌番号は旧国歌大観番号によった。
（本学大学院博士後期課程）
